
（５）天神・博多駅周辺地区への自転車分担率の変化

・天神・博多駅周辺地区へ向かう自転車トリップ数について、平成 17 年と平成 29 年を比べると、

天神地区は約 6,000 トリップ減少、博多駅周辺地区は約 5,000 トリップ増加しており、天神地区

よりも博多駅周辺地区へのトリップ数の方が多くなっています。

・博多駅周辺地区においては、5 ㎞以上離れた場所でも自転車の分担率が 15% 以上の地域が見ら

れます。

  

H17 年 H29 年 
自転車利用割合︓8.2% 
集中量︓30,286 トリップエンド 

自転車利用割合︓7.0% 
集中量︓24,209 トリップエンド 

H17 年 
H29 年 自転車利用割合︓8.8% 

集中量︓21,625 トリップエンド 

自転車利用割合︓10.5% 
集中量︓26,243 トリップエンド 

■天神地区への自転車分担率の変化

■博多駅周辺地区への自転車分担率の変化

資料：北部九州圏パーソントリップ調査 
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（６）主要駅までの自転車利用数の変化

・主要駅までの自転車の分担率をみると、都心部（西鉄福岡（天神）・JR 博多）の自転車分担率は低く

なっており、姪浜や橋本では自転車の分担率が比較的高くなっています

資料︓北部九州圏パーソントリップ調査 
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（７）自転車事故の状況

①曜日別自転車関連事故件数

・曜日別の自転車事故件数をみると、水曜日が最も多くなっています。また、土日よりも平日に事

故が多く発生しています。

②時間帯別自転車関連事故件数

・時間帯別の自転車事故件数をみると、通勤・通学時間帯である 8～10 時が最も多く、次に帰宅時

間である 16～18 時、18～20 時の事故が多くなっています。

③年齢別自転車関連事故件数

・年齢別にみると、15～19 歳、30～49 歳の事故が多くなっており、通勤・通学で自転車を利用す

る人の事故が多いと考えられます。
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（８）自転車通行空間の整備状況

① 自転車通行空間整備状況図

・市内では平成１４年度から令和６年度末までに延べ１５２.０㎞（市管理道路のみ）の自転車通行空

間を整備しています。

〇自転車通行帯の整備例  〇車道内共存の整備例   〇車道混在の整備例 

市道博多駅前線   市道城浜名島線   市道西新通線 
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●整備形態別整備延長（令和６年度末）

0.0 ㎞ 

（歩道内分離） 

24.1 ㎞ 

56.1 ㎞ 

71.8 ㎞ 

 152.0 ㎞ 

（矢羽根） 

(市管理道路のみ) 
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（９）市営駐輪場の整備状況

①福岡市内の駐輪場位置図

・市ではこれまで、鉄道駅や都心部などにおいて、駐輪需要に応じた整備を進めてきました。

・平成１６年度に七隈線開業にあわせて整備した駐輪場などが一斉に更新期を迎えようとしてお

り、計画的な更新が必要となってきています。

・近年は、都心部の開発による民間駐輪場の整備に伴う周辺の路上駐輪場の撤去などによって減

少傾向にあり、令和７年３月末までに官民共同駐輪場を含め 143 か所・収容台数 51,511 台の

駐輪場を設置しています。（市営駐輪場：132 か所、官民共同駐輪場：11 か所）
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②市営及び官民共同駐輪場の収容台数・箇所数

（10）民間駐輪場の整備状況

①福岡市の附置義務駐輪場の推移

・附置義務駐輪場については、昭和５７年に「福岡市自転車等駐車場の附置及び建設奨励に関す

る条例（附置義務条例）」を定め、令和７年３月末までに７３５か所、収容台数約６万４千台が整備

されています。

・都心部においては、官民連携し、天神ビッグバンや博多コネクティッドによる民間施設建替え時

に附置義務台数以上の駐輪場整備を促進しています。

資料：道路下水道局 

資料：道路下水道局 

※令和７年３月末時点

（年度） 

42,041 42,846
43,672

46,349
47,691 48,411

51,255
53,361

55,467
56,826

57,948
59,542

60,871
63,496 64,473

474 488 495 509 523 530 545
573

601
621 638

667
690

711
735

0
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1,200
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30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

収容台数 箇所数

（年度）

（台） （か所）

有料 無料 合計

箇所数 100 43 143

収容台数 41,904 9,607 51,511
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（11）放置自転車の撤去状況

①年度別自転車の放置台数の状況（２章の再掲）

・福岡市の放置自転車の台数は、市民の皆様のご理解もあり、平成１３年のピークを境に年々減少

しています。

・自転車の撤去数も、定期的な撤去の実施により、令和 2 年以降大きく減少しています。

②年度別自転車撤去台数と返還台数（２章の再掲）

資料：自転車等駐車実態調査（道路下水道局） 

資料：道路下水道局 

※R６年度の返還台数は見込み

（台） 
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③自転車放置禁止区域（47 地区） 令和７年３月末時点

（参考）

自転車放置禁止区域内では即日撤去、

域外では３日経過後に撤去できる。
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（12）外国人入国者数の推移

・福岡市を訪れる観光客や外国人入国者は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度

以降大きく減少していましたが、徐々に交流人口が回復しつつあります。

資料：福岡市経済の概況 

■外国人入国者数の推移
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（13）福岡市自転車活用推進計画検討委員会

■委員・行政アドバイザー

氏名 所属・役職等 

委
員

1 伊賀上恵子 公益財団法人福岡観光コンベンションビューロー 事務局長 

2 佐藤  信哉 
株式会社 VC ドリームス 代表取締役 

（VC 福岡 監督） 

3 榊    淳英 福岡市 PTA 協議会 副会長 

4 松永  千晶 （座長） 
福岡女子大学国際文理学部 

環境科学科 准教授 

5 吉中美保子 
西日本鉄道株式会社 

まちづくり・交通・観光推進部長 

行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

6 栗田耕一郎 
国土交通省九州地方整備局 

福岡国道事務所 交通対策課長 

7 古城  彰義 福岡県警察本部交通部交通規制課長 

8 中山  隆裕 福岡県警察本部交通部交通企画課長 

9 松岡  淳 福岡市住宅都市局都市計画部長 

10 鷲頭  史典 福岡市市民局生活安全部長 

(五十音順、敬称略) 

■福岡市自転車活用推進計画策定に関する協議

開催年月日 主な検討内容 

【第 1 回検討委員会】 

令和 6 年 8 月 8 日 

（１）現在の福岡市自転車活用推進計画の振返り

（２）福岡市の自転車を取巻く状況 

（３）新しい福岡市自転車活用推進計画の策定について 

【第 2 回検討委員会】 

令和 6 年１０月２４日 

（１）策定までのスケジュールについて

（２）上位計画や関連計画の検討状況について 

（３）第１回委員会の振り返りについて 

（４）福岡市自転車活用推進計画の取組みについて 

（５）福岡市自転車活用推進計画の構成について 

【第 3 回検討委員会】 

令和 7 年 2 月 1４日 

（１）策定までのスケジュールについて

（２）上位計画や関連計画の検討状況について 

（３）第２回委員会の振り返りについて 

（４）福岡市自転車活用推進計画（原案）について 
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（14）市民意見募集

（1）市民意見募集の実施概要

福岡市自転車活用推進計画の原案に対する市民意見募集を実施しました。

意見募集の期間 令和７年２月２０日（木）～令和７年３月２１日（金） 

意見の提出方法 電子メール、郵送、FAX、持参 

周知方法 

及び 

閲覧・配布場所等 

（周知方法） 

 市ホームページ、市政だより 

（閲覧・配布場所） 

・各区情報コーナー、入部出張所、西部出張所

・市役所（情報プラザ、情報公開室、自転車課）

・市ホームページ

（２）意見の提出状況

提出数：18 通（意見数：67 件） 

電子メール 郵送 FAX 持参 合計 

16 1 0 1 18 

（３）意見の内訳

項目 意見数 

第 0 章 自転車について知ろう！ 4 件 

第 1 章 自転車活用推進計画とは？ 0 件 

第 2 章 自転車利用の現状 5 件 

第 3 章 これまでの自転車関連の取組みと課題 8 件 

第 4 章 計画策定の考え方 1 件   

第 5 章 各施策の具体的な取組み 46 件   

「はしる」自転車通行環境の創出 13 件 

「とめる」駐輪環境の整備 9 件 

「まもる」自転車利用の適正化 16 件 

「いかす」自転車の活用 8 件 

第 6 章 計画の推進 1 件   

その他 2 件 

（４）反映状況

意見数 

①修正：意見の趣旨に基づく原案の修正を行うもの 5 件  

②記載あり：意見の趣旨が原案に記載されているもの 26 件  

③原案どおり：意見の趣旨に基づく原案の修正を行わないもの 36 件  
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（15）用語解説

用語 解説・説明 

あ
行 

ICT 

（Information & 

Communications 

Technology） 

「情報通信技術」の略である。 インターネット上でデータの保管等のアウトソーシングを受け、

データ等を保管・管理するサービス。 

SDGs 

（Sustainable 

Development Goals） 

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指して、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的

に取り組むために、平成 27（2015）年の国連サミットで採択された国際社会全体の持続可

能な開発目標。 

エリアマネジメント団体
地域・企業などが会員となって、魅力的なイベント、回遊性向上や来街者のおもてなし、まちの

美化、防犯・防災活動などのまちづくり活動を実施。 

か
行 

キャッシュレス決済
クレジットカード、電子マネー、QR コード（二次元コード）をスマートフォンで読み取るなど、現

金を使用せずに支払決済を行うこと。 

QR コード決済 
QR コード（二次元コード）をスマートフォン等のカメラで読み取って支払いをする決済方法。 

※ QR コードは ( 株 ) デンソーウェーブの登録商標です。

健康寿命 健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。 

さ
行 

サイクルツーリズム
国内外からの旅行者に対する新たな体験型観光として、サイクリングと観光を組み合わせたも

の。 

サイン
利用者が目的地まで円滑に移動できるように現在地や施設の位置をわかりやすく伝えたり、

利用者が公共施設などを円滑に利用できるよう、それぞれの使用方法や内容を伝えるもの。 

シェアサイクル

自転車を共同利用する交通システムで、特にコミュニティサイクルは多数の自転車を都市内の

各所に配置し、利用者はどこの拠点 ( ポート ) からでも借り出して、好きなポートで返却が

できる新たな都市交通手段。 

自転車 道路交通法第２条第１項第１１号の２に規定する自転車をいう。 

自転車通行空間 
自転車の安全で適正な利用を促進するため、縁石や柵、着色等により、歩行者や自動車等と分

離された、自転車が通行するための空間。 

自転車通行帯 

道路構造令第 2 条第 1 項第 15 項に規定される、自転車を安全かつ円滑に通行させるた

めに設けられる帯状の車道の部分をいう。なお、道路交通法上は普通自転車専用通行帯とし

て扱われる。 

自転車道 

道路構造令第２条第 1 項第 2 号に規定される、専ら自転車の通行の用に供するために、縁

石線又は柵その他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分をいう。なお、道

路交通法上も自転車道として扱われる。 

自転車歩行者道 

道路構造令第 2 条第 1 項第３項に規定される、専ら自転車及び歩行者の通行の用に供す

るために、縁石線又は柵その他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分を

いう。なお、道路交通法上は自転車歩行者道という定義はなく、歩道として扱われる。 

車道内共存 

自転車の路肩通行時の安全性を向上させ、かつ、自動車との並走を可能にするため、路肩に

一定の幅員を確保し、路面表示（矢羽根等）することで自転車が通行する空間であることを視

覚的に示した帯状の車道の部分をいう。 
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用語 解説・説明 

は
行 

分担率 
全体のトリップに対するある交通手段を利用したトリップの割合をその交通手段の分担率とい

う。 

放置禁止区域 

公共の場所のうち「福岡市自転車の放置防止に関する条例」の規定に基づき指定された、放置

自転車を即時撤去できる区域。令和７年３月末時点で、福岡市では４７地区が放置禁止区域に

指定されている。 

福岡県広域 

サイクリングルート

県内におけるサイクリストの周遊を促し、各地域での観光消費の拡大を目指すことを目的に設

定した、本県における推奨ルート。 

国、県、市町村、観光協会、民間事業者等から組織される、「福岡県サイクルツーリズム推進協

議会」において設定したもので、複数の市町村を跨ぐルートを、県内に全 10 ルート設定してい

る。 

普通自転車 

一般に使用されている自転車で、車体の大きさ及び構造が内閣府令で定める基準に適合する

自転車で他の車両をけん引していないもの。 

内閣府令 

車体の大きさ 

・長さ 190 センチメートル以内

・幅 60 センチメートル以内

車体の構造 

・4 輪以下であること。

・側車をつけていないこと。（補助輪は除く）

・運転者以外の乗車装置を備えていないこと。（幼児用乗車装置を除く）

・ブレーキが、走行中容易に操作できる位置にあること。

・歩行者に危害を及ぼすおそれがある鋭利な突出部がないこと。

放置自転車 

駐輪場以外の道路、公園、駅前広場などの公共の場所に置かれている自転車であって、当該

自転車の利用者（又は所有者）が当該自転車を離れて直ちに移動することができない状態に

あるもの。自転車が置かれている時間の長短に関係なく、前述の状態に当てはまれば放置自

転車と認定される。 

放置率 乗入台数（放置台数と駐輪台数の合計）に占める放置台数の割合 

歩道 

道路構造令第２条第１項第１号に規定される、専ら歩行者の通行の用に供するために、縁石線

又は柵その他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分をいう。なお、道路交

通法上も、歩道として扱われる。 

や
行 

矢羽根 

自転車利用者が車道の左側を安全・快適に走行できるように、車道の路面上に、走る場所と方

向を示したもの。自転車利用者だけでなく、自動車ドライバーに対しても、車道上の自転車通

行位置を知らせる法定外の路面表示。 

ら
行 

路肩 
道路の主要構造部を保護し、又は車道の効用を保つために、車道、歩道、自転車道又は自転車

歩行者道に接続して設けられる帯状の道路の部分をいう。 
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SDGｓ達成のための取組み 

SDGｓ(Sustainable Development Goals)とは、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を

実現するために、2015 年の国連サミットで採択された、2030 年を期限とする 17 の国際目標です。 

福岡市では、総合計画に基づく各施策の着実な推進により、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいます。 

道路下水道局においても、自転車活用を総合的に進めていくため、「福岡市自転車活用推進計画」

に基づく施策において、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいきます。 
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